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研究テーマ
• 可換環論
• 多元環の表現論

研究テーマの概要
可換環論は，文字通り（積が）可換な環の理論です。代数幾何学，整数論，表現論，非可換環論，
代数的位相幾何学，代数的組合せ論，計算機代数，そして近年では物理学や統計学など，さまざまな
分野と関わりを持っています。私は主に可換環論の，多元環の表現論との境界領域で融合的な研究を
行っています。
多元環の表現論は，与えられたNoether多元環の加群圏（＝有限生成加群全体のなす圏）の構造を
決定することを主題とする分野です。加群圏の構造は直既約な有限生成加群を全て決定することで明
らかになりますが，それは一般には“不可能”とされています（ほとんどの多元環はワイルド表現型
であり，ワイルド表現型の多元環上の全ての直既約な有限生成加群を分類することは絶望的であるこ
とがわかっています）。こうして現代の多元環の表現論では，加群圏の性質の良い部分圏や，導来圏・
安定圏・特異圏といった加群圏に付随する三角圏の構造を解析し，それを基にして元の加群圏の構造
の理解を目指すという手法が主流となっています。
さて，私の専門は「可換環の表現論」です。つまり，与えられたNoether可換環の加群圏の構造
を理解することが研究の目的です。有限次元多元環の表現論の高次元版として 1970年代に誕生した
Cohen–Macaulay環の表現論（＝Cohen–Macaulay環の加群圏のCohen–Macaulay加群全体のなす
部分圏の研究）が可換環の表現論において中心的な役割を果たしてきました。Cohen–Macaulay環は
もともと代数幾何学の局所理論としてのイデアル論においてその意味を見出された環ですが，ホモロ
ジー代数的にも代数的組合せ論的にも重要な意味を持ち，現代の可換環論における最も主要な環で
あると言えます。私はCohen–Macaulay環，とりわけGorenstein環という双対性・対称性に富んだ
Cohen–Macaulay環を常に視野に入れながら，可換環の加群圏およびそれの部分圏，付随する三角圏
を考察しています。現在の最大の課題は，加群圏の resolving部分圏と導来圏の thick部分圏を分類す
ることです。
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学生へのメッセージ
「可換環論はそれ自身美しく深い理論である」…これは [4]の序文の最初の言葉です。私は学部三
年生の時に出会った先生（後の師匠）に影響を受けて可換環論の勉強を始めたのですが，そのカチッ
と整った理論にすぐに虜になりました。可換環論は学部で習う環の基礎知識だけですぐに勉強を始め
ることのできる“敷居の低い”分野です。可換環論を主体的に勉強したことのない人は，まず書店か
図書館に行って [4]を入手して読んでみてください。その際，きちんと理解しないまま（つまり「こ
こはなぜ？」と誰かに聞かれた場合に理由を説明できない状態のまま）読み進めないようにすること
が大切です。一行一行理解できるまでじっくり読んでください。
[4]は英訳版 [5]も出版されていて，可換環論の入門書として最も優れた本として世界中で認知され，
可換環論に携わる人でこの本を持っていない人はおそらくいないだろうと言えるほどの名著です。基
本的には学部で習う代数，つまり線形代数・群論・環論・体論と位相空間論の知識があれば読めます
が，難しくて読むのが辛い場合は，[3]の第1部や [1]から始めるという方法もあります。
[4]を読んだ後に読むべき本が [2]です。これには，可換環論の論文で予備知識として仮定されるよ
うな基本事項が数多く書かれています。つまり，古典的な可換環論は [4]を読むことで十分に楽しむ
ことができますが，可換環論の最近の研究内容まで理解し実際に自分で研究成果をあげるためには，
[2]に出ている知識が必要です。[6]はCohen–Macaulay環の表現論の本で，1980年代に完成した有限
Cohen–Macaulay表現型のGorenstein環とその上のCohen–Macaulay加群の分類が出ています。[2]

の後に読むことができます。とても味わい深い本なので，お勧めしたい一冊です。
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